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20182018年年９月期９月期見通し見通し
（１）損益状況（連結） （百万円）

第61期 第62期第61期
2017年９月期

第62期
2018年９月期 増減率（％）

売 上 高売 上 高 15,641 17,200 +10.0

営 業 利 益 3 461 3 610 +4.3営 業 利 益 3,461 3,610 +4.3

経 常 利 益 3,497 3,640 +4.1
親親会社に帰属する
当 期 純 利 益 2,358 2,550 +8.1

１ 株 当 り１ 株 当 り
当 期 純 利 益 171.29円 185.16円 +8.1

１ 株 当 り 配 当 金 85 00円 92 00円 ー

（注）１株当り当期純利益は、期中平均株式総数（自己株式を除く）によって算出しております。

１ 株 当 り 配 当 金 85.00円 92.00円 ー
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（２）資産・負債の状況（連結）

(百万円)

第61期
2017年９月末現在

第62期
2018年９月末見通し

現 預 金 7 230 7 855 （ +624）

(百万円)

現 預 金 7,230 7,855 （ +624）

売 上 債 権 1,794 2,426 （ +631）

在 庫 2,218 2,384 （ +166）

そ の 他 982 1,000 （ +17）

流 動 資 産 12,226 13,666 （+1,439）

固 定 資 産 2,776 3,085 （ +308）

資 産 合 計 15,003 16,752 （+1,748）

流 動 負 債 2,005 2,244 （ +239）

固 定 負 債 742 770 （ +28）固 定 負 債 742 770 （ +28）

負 債 合 計 2,747 3,015 （ +267）

株 主 資 本
（内 資本金）

12,704
(1 394)

14,166
(1 394)

（+1,461）
( ー )（内、資本金）

（内、自己株式）
(1,394)
(▲ 0)

(1,394)
(▲ 1)

( )
(▲ 0)

純 資 産 合 計 12,255 13,737 (+1,481)

負債・純資産合計 15 003 16 752 (+1 748)負債 純資産合計 15,003 16,752 (+1,748)
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連結売上高・各利益の変遷

経常利益 当期純利益 売上高【百万円】 【百万円】

【各利益】 【売上高】

15 000

18,0004,000

経常利益 当期純利益 売上高【百万円】 【百万円】

12,000

15,000

3,000

9,0002,000

3,000

6,000

1,000

0

3,000

0
第６０期 第６１期 第６２期（見通し）
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連結当期純利益・財務比率の変遷

売上高経常利益率 ＲＯＡ ＲＯＥ
財務比率

25.0%

30.0%

16.7% 16.6% 16.1%

21.3% 20.7% 19.6%
20.0%

16.1%

10 0%

15.0%

5.0%

10.0%

0.0%

第６０期 第６１期 第６２期（見通し）
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株価並びに1株当り配当金の変遷

5 000100

配当金 株価 株価

【円】【円】
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※ 配当金：今期予定
株価：2018.8月末時点
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今期（今期（2017.102017.10－－ 2018.92018.9））今期（今期（ ））
結結 果果 分分 析析結結 果果 分分 析析

①生産／販売数量の伸長①生産／販売数量の伸長①生産／販売数量の伸長①生産／販売数量の伸長

②②安定した為替の推移

③製品単価のアップ

④販売力の強化
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④販売力の強化



①①生産／販売数量の伸長生産／販売数量の伸長

今期の設備投資は、帽体成形プレス機、オープンプリ今期の設備投資は、帽体成形プレス機、オープンプリ
フォームマシン、レーザー加工機等を実施し、フォームマシン、レーザー加工機等を実施し、 1111億円億円フォ ムマシン、レ ザ 加工機等を実施し、フォ ムマシン、レ ザ 加工機等を実施し、 1111億円億円
の見通し。の見通し。

従業員数従業員数 名増名増 名 定 採名 定 採 名名従業員数は、従業員数は、2424名増で、名増で、505505名の予定。（採用名の予定。（採用 3535名、名、
退職退職 1111名）名）

生産数は、生産数は、537537千個の見通し。第千個の見通し。第6161期は、期は、525525千個。千個。
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設備投資及び減価償却費の推移

1,500
(百万円)

・第２期塗装工場（両工場）設備増築

1,073 1,100 

1,200

・第２期塗装工場（両工場）設備増築
・新製品金型投資

・新製品金型投資
・大型風洞実験棟建設（建物のみ完成）

961 
923 

848 

946

900 ・新製品金型投資
・大型風洞実験設備（１２月完成）

492 

683 

525 

451
495

730 707

450

543
501 509

614 605
600

375 
332 348 365 

451 450
397

300

成長のための大型設備投資
大型設備投資第２弾

0
第51期 第52期 第53期 第54期 第55期 第56期 第57期 第58期 第59期 第60期 第61期 第62期予想

成長 大 設備投資
第１弾

大型設備投資第２弾

設 備 投 資 額 減 価 償 却 費
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販売地域別売上（連結）
合計合計 15,64115,641
（前々期比（前々期比 +1,503+1,503））

(506(506千個千個))

合計合計 15,64115,641
（前々期比（前々期比 +1,503+1,503））

(506(506千個千個))
期中平均ﾚｰﾄ

合計合計 14,138 14,138 合計合計 14,138 14,138 

合計合計 17,20017,200
（前期比（前期比+1,558+1,558））

(526(526千個千個))

合計合計 17,20017,200
（前期比（前期比+1,558+1,558））

(526(526千個千個))

18 000
（百万円）

期中平均ﾚ ﾄ
US$=¥109.48  （前期比 ▲¥1.44）
EUR=¥131.36 （前期比 +¥9.00）

（（480480千個千個) ) （（480480千個千個) ) 

期中平均ﾚｰﾄ
US$=¥109.57
EUR=¥125.15 その他その他（（11.9%11.9%））

前 期前 期

その他その他（（10.9%10.9%））
1,8801,880（前期比（前期比 +21+21））
(62(62千個千個))

期中平均ﾚｰﾄ
US$=¥110.92  （前々期比 +¥1.35）
EUR=¥122.36 （前々期比 ▲¥2.79）

15,000 

18,000 
その他その他（（10.2%10.2%））
1,4481,448
(52(52千個千個))

1,8581,858（前々期比（前々期比 +410+410））
(65(65千個千個))

(62(62千個千個))

北米北米（（16.4%16.4%））

2 8202 820（前期比（前期比 +681+681））

12,000 

北米北米（（13.7%13.7%））

2,1382,138（前々期比（前々期比 ▲▲345345））

(71(71千個千個))
北米北米（（17.6%17.6%））

2,4842,484
(88(88千個千個))

海外（74 0%）海外（74 0%）

海外（73.8%）

12,700（前期比（前期比 +1,122+1,122））
個個

海外（73.8%）

12,700（前期比（前期比 +1,122+1,122））
個個海外（71 0%）海外（71 0%）

2,8202,820（前期比（前期比 +681+681））

(93(93千個千個))

6,000 

9,000 

欧州（欧州（48.5%48.5%））
7,5807,580（前々期比（前々期比 +1,472+1,472））

欧州（欧州（46.5%46.5%））
8,0008,000（前期比（前期比 +419+419））
(238(238千個千個))欧州（欧州（43.2%43.2%））

6 1076 107

海外（74.0%）

11,577（前々期比（前々期比 +1,537+1,537））
(385(385千個千個))

海外（74.0%）

11,577（前々期比（前々期比 +1,537+1,537））
(385(385千個千個))

(394(394千個千個))(394(394千個千個))海外（71.0%）
10,040
(355(355千個千個))

海外（71.0%）
10,040
(355(355千個千個))

3,000 

,, ,,
(248(248千個千個))

国内（26.0%）
4,063（前々期比（前々期比 ▲▲3434））
(120(120千個千個))

国内（26.2%）
4,500（前期比（前期比 +436+436 ））
(131(131千個千個))

6,107  6,107  
(214(214千個千個))

国内（29.0%）
4,097
(125(125千個千個))

0 
2016/9期 2017/9期 2018/9期

2015.10.1～2016.9.30

(120(120千個千個))

2016.10.1～2017.9.30 2017.10.1～2018.9.30
（予想）

(125(125千個千個))

子会社期末為替レート（2017.6月末）子会社期末為替レート（2016.6月末） 子会社期末為替レート（2018.6月末）

US$= ¥112.00 （前々期比 +¥9.09）
EUR=¥127.97 （前々期比+¥13.58）

US$= ¥102.91
EUR=¥114.39

US$=¥110.54  （前期比 ▲¥1.46）
EUR=¥127.91 （前期比 ▲¥0.06）
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国内市場は、2017年7月号 会社四季報の通り、市場シェアNo.1と認知されている。
引き続き国内及び海外市場におけるシェアアップを目指す。



②安定した為替の推移

150.00

EUR

EUR期中平均

USD

【円】

140.00

USD

USD期中平均

130.00

110.00

120.00

100.00

90.00
第60期9月 第61期12月 第61期3月 第61期6月 第61期9月 第62期12月 第62期3月 第62期6月 第62期9月

（予想）
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③製品単価のアップ
高付加価値化と生産合理化を両輪とする高付加価値化と生産合理化を両輪とする
Ｍａｄｅ ｉｎ Ｊａｐａｎの維持。

本社サイド

SHOEIの強み

工場サイド

SHOEIの強み
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2輪ヘルメット平均単価の推移2輪ヘルメット平均単価の推移

30,000600
販売数量

単価

（千個） （円）販売単価
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5,000

0

100

12

00
第49期 第50期 第51期 第52期 第53期 第54期 第55期 第56期 第57期 第58期 第59期 第60期 第61期 第62期

（予定）



＜＜NEOTENEOTEＣＣⅡⅡ＞＞

第62期 投入の新製品

＜＜NEOTENEOTEＣＣⅡⅡ＞＞
サンバイザー付システムヘルメットインターコム対応サンバイザー付システムヘルメットインターコム対応

斬新なデザインとインターコム内蔵機能が好評で、斬新なデザインとインターコム内蔵機能が好評で、

売地域 パ

空前の大ヒットになった。空前の大ヒットになった。

販売地域 ： ヨーロッパ
販売開始：2018年 1月

販売地域 北米販売地域 ： 北米
販売開始：販売開始：20182018年年33月月

販売地域 日本販売地域 ： 日本
販売開始予定：販売開始予定： 20182018年年55月月

ヨ ロッパ 北米 日本ヨ ロッパ 北米 日本 合計合計 8686千個販売千個販売ヨーロッパ・北米・日本ヨーロッパ・北米・日本 合計：合計： 8686千個販売千個販売
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＜＜ VFXVFX--EVO EVO ／／ VFXVFX--WRWR＞＞
ク 転衝撃吸収対応ク 転衝撃吸収対応モトクロスヘルメット回転衝撃吸収対応モトクロスヘルメット回転衝撃吸収対応

更なる進化を遂げたデザインと、回転衝撃吸収機能更なる進化を遂げたデザインと、回転衝撃吸収機能
「「M.E.D.S.M.E.D.S.」が好評で、売れ行きは上々。」が好評で、売れ行きは上々。M.E.D.S.M.E.D.S.」が好評で、売れ行きは上々。」が好評で、売れ行きは上々。

販売地域 ： ヨーロッパ（VFX-WR）
販売開始：2018年3月

販売地域 ： 北米（VFX-EVO）
販売開始：販売開始： 2017 2017 年年1111月月

販売地域 ： 日本（VFX-WR）
販売開始：販売開始： 20182018年年66月月

ヨ パ 北米 日本ヨ パ 北米 日本 合計合計 2323千個販売千個販売ヨーロッパ・北米・日本ヨーロッパ・北米・日本 合計：合計： 2323千個販売千個販売
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④販売力の強化

中国市場を中心にアジア市場引き続き開拓。
中国市場は 2018年8月からﾍﾙﾒ ﾄの安全規格が変更となり中国市場は、2018年8月からﾍﾙﾒｯﾄの安全規格が変更となり、
今期販売数量が減少する見込だが、他の市場でカバーできる見通し。
中国新規格に対しては、一部モデルで既に合格済。中国新規格に対しては、 部モデルで既に合格済。
今後、モデル数を増やしていく予定。

米国市場 2017年10月からの新体制（2社体制）で米国市場、2017年10月からの新体制（2社体制）で
販売増。

新体制が功を奏し、代理店の現地販売が増加。
新製品も販売増の追い風となった。新製品も販売増 追 風とな た。
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ＰＦＳによる顧客囲い込み。

16



第 6 3 期 定 性 目 標
最 終 予 算 策 定 中

①生産能力の拡大

第第6262期～第期～第6464期において、年間期において、年間500500千個体制から千個体制から
600600千個体制へ生産能力を千個体制へ生産能力を能力アップさせるという600600千個体制へ生産能力を千個体制へ生産能力を能力アップさせるという

既定路線を堅持する。これを達成する為、新モデル
の開発 生産性の向上 販売の強化を愚直に邁進の開発、生産性の向上、販売の強化を愚直に邁進
させる。第63期生産能力は、549千個 （休日出勤
10日）の予定。

②魅力ある新モデルの開発による製品単価ア プ
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②魅力ある新モデルの開発による製品単価アップ



③ブランド戦略③ブランド戦略

今後先進国での大幅な市場拡大は難しいとの認識今後先進国での大幅な市場拡大は難し との認識
の下、PFSの推進やインターネットの活用、効果的

広告宣伝の追求により ブランド力強化 消費者広告宣伝の追求により、 ブランド力強化、消費者、
有力小売店の囲い込みを目指す。

④有望市場での販売強化

中国市場、ヘルメット新安全規格対応製品の開発。

台湾・タイ・マレーシア等 中国以外のアジア内台湾 タイ マレ シア等、中国以外のアジア内
成長期待分野へ経営資源の優先的配分。
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世界一楽しい会社世界一楽しい会社

個人投資家の皆様のご成功をお祈りいたします。個人投資家の皆様のご成功をお祈りいたします。
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株式会社株式会社SHOEISHOEI 役職員一同役職員一同



株式会社SHOEI

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれて
います。こうした記述は、将来の業績を保証するもの
ではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

経営管理部

E-mail：ir@shoeihelmet.co.jp

ではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化などにより、計画や
予想と異なる可能性があることにご留意ください。 20


